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2022年の平均値に対して、淡水の絶対総使用量を10%削減する。
2022年を基準として、当社のサプライチェーンにおける淡水の総採取量と
消費量の絶対量を30%削減する。

直接排水する施設は、優先的に設定されたZDHCの従来型パラメータ
（基礎レベル）を満たすこと。間接排水の施設は、汚染負荷と廃水量に
関する排水の受け入れ当局の要件を満たすこと。

サプライチェーンで発生するすべての排水は、受け入れ先の水域に悪影響を
与えないように処理されていること。当社のビジネスパートナーは、排出される
水質の実績を定期的に公開し続けること。

関連施設は、水に関する課題、関連領域を越えて影響を与える能力、
現在および将来的に共有する水資源に関する課題を特定し理解する。

H&Mグループは、ビジネスパートナーとともに、すべての関連する地域/流域
で水関連のガバナンスを強化する。

H&Mグループのサプライヤーの従業員のうち、職場でトイレを自由に利用で
きる人の割合~~% -（ ターゲット数値を確認中）*

私たちのサプライヤーが展開する水資源リスクの高い流域の人々の大半が、
使用するのに許容できるレベルの、充分で、手頃な価格、利用しやすく、気
候変動に強い水、衛生管理、保健（トイレなど）を確保する。

関連施設は敷地内の洪水関連のリスクの特定と軽減を目的として、環境
戦略の中に「洪水」を含めること。

ビジネスパートナーとともに、洪水の影響を受ける地域内の洪水リスク（その
他の異常気象を含む）の低減に貢献するプログラムを共同開発し、実行す
ること。
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recycled or sustainably 
sourced material, of 
which 23% was recycled.

2021: 80% (18% recycled)


